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YanagiMuneyoshi柳宗悦（1886-1961），whowasthefbunderof”'ZgEj(fblk
arts),ａｎｄＢｅｍａｒｄＬｅａｃｈ(1887-1979),apotteEsharedtheirthoughtsandideasonarts
andcraftsbothEastandWestthroughletterexchanges､Sogts〃yZz"“α"ｄＢｇγ”'9ｄ
Ｌｇａｃｈ，Ｌｇｒ苑パー加加Ｉ９Ｉ２ｔｏＺ９５９（publishedJuly,2014)，containsmanyletters
betweenYanagiandLeachthatarebeingpublisheｄｆｂｒｔｈｅｆｉｒｓｔｔｉｍｅＴｈｉｓｂｏｏｋｉｓ
ｐａｒｔicularlyimportantbecauseitincludesmanyofLeachもletters；otherbookshave
containedmainlyYanagi，s、ItisahelphllcollectionfbrunderstandingLeachもideasand
perspectives・YanagiandLeachdecrieddualismandlaudedmonism・Aftercominginto
contactwithKoreanceramics，theyrealizedthatmonismwouldbepossibleYanagi
advocated”"ｇＥｊａｓａｓｔａｎｄａｒｄｏｆｂｅａｕｔｙｗｈｉｌｅＬeachtookKoreanceramlcsasthe
standardByexaminingtheselettersitispossibletounderstandhowYanagiandLeach
innuencedeachother・LeachremainedactiveinJapanfbrmanyyears，yethisworks
containtheaestheticofKorea,whichinfluencedhimgreatlyも
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はじめに
「柳宗‘悦とバー ナー ド・リー チ往復書簡日本民芸館資料集」SOgts〃YZz"“ａ７ｚｄＢｇγ"α泡Leach
Le"g汚－Ｆ'ｗｌｚｌ９Ｉ２ｍＩ９５９（日本民芸館､2014年７月31日）【図ｌ】は、日本民芸館に所蔵されている
柳とリーチの全英文書簡をまとめた研究書である。
柳宗悦（1889～1961）とバー ナー ド・リー チ（BemardLech:1887～1979）は、主に書簡を通じて交
友関係を深めていた。両者は、近代日本と英国の両国を越え、美や宗教、思想、哲学に対する相互間の
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見解を共有していた。これまで先行研究で紹介されてきた書簡資料は、ほぼ柳がリーチへ宛てた書簡で
あり、「柳宗‘悦全集ｊに収録されている。「柳宗悦全集第二十一巻上』（筑摩書房、1989年７月）には
1904年から1933年まで、「柳宗悦全集第二十一巻中』（筑摩書房、1989年９月）には、1934年から1949
年まで、「柳宗悦全集第二十一巻下』（筑摩書房、1989年１１月）には、1950年から1961年までの柳が書
いた全書簡が収録されている。さらに、「柳宗'悦全集第二十二巻下』（筑摩書房、1992年５月）は、全
書簡（1909年～1961年）の補遺版であり、リーチに関する書簡が８通加えられている。これ以外にも、
リーチが自身の紀行文を中心にまとめた日記の中で柳との書簡も若干収録され、日本語訳で出版されて
いる')。しかし、このような従来の研究書では､柳がリーチへ宛てた一方的な交流の側面しか読み取るこ
とができず、相互の交流を調査するには不十分であった。
一方で、「柳宗'悦とバーナード･リーチ往復書簡日本民芸館資料集』には、これまで非公開の書簡も
収録されており、そこでは柳とリーチの交流を垣間みることができる。また、リーチから柳への書簡も
数多く収録されているため、リーチの新たな観点をも知ることが可能となった。
よって本論文では、柳とリーチの交流について、「柳宗‘悦とバーナード･リーチ往復書簡日本民芸館
資料集」に収録された書簡をもとに分析する。また、書簡における両者の朝鮮陶磁の評価に関するもの
を取り上げることで、柳の理念とリーチの作品制作の発展の過程を明らかにしたい。加えて、柳とリー
チが共有した工芸観や朝鮮陶磁の美意識を考察する。
１．柳とリーチの交流
「柳宗‘悦とバーナード．リーチ往復書簡日本民芸館資料集」（以下、往復書簡集）に収録されている
往復書簡は、1912年から始まる。しかし、柳とリーチの交友は、リーチがエッチングを教えるべく、来
日した1910年から始まる。まず、1912年以前における柳とリーチの交流について述べる。リーチは、幼
い頃から「あらゆるものに美は潜み隠れている」と信じていたという2)。1906年にはロンドン美術学校に
入学し、高村光太郎と出会う。リーチは、高村を通じてラフカデイオ・ハーンを知り、徐々に日本への
関心を高めていた3)。当時のヨーロッパではジヤポニズムが流行しており、美術学校卒業後のリーチは、
l）リー チが書いた日記をまとめて出版した本として､①BemardLeach,ＡＰり”伽.ﾉtゆα〃1952-1954,London:FEBER
ANDFABERl960を取り上げるが、そもそも柳がリーチの日記を訳し、発刊したのが、「日本絵日記」（毎日新聞
社、1955年）であり、後に英語版としてイギリスで出版された。また、水尾比呂志がそれを補訳したのが「バーナ
ード・リーチ日本絵日記」（講談社、2012年）である。
また、リー チは､晩年にエッセイ形で､②BernardLeach,B2yo"ｄＥａｓｔα"dWI9s4London:FEBERANDFABER・'978
を出版するが、その中で柳の瞥簡も収録されている。この本は、日本で福田陸太郎により翻訳されたのが『東と西
を超えて自伝的回想」（バーナード・リーチ著、日本経済新聞社、1982年）である。
2）リーチによると、「私は六歳のころから絵を書いていた。そして常に芸術家になりたいと思っていた｣と書いている。
一バーナード・リーチ福田陸太郎訳「バーナード・リーチ詩画集｣、五月書房、1974年、１５頁。
3）「私はハーンと同じように「風変わりで美しいもの」を日本に求め、日本に残っている中世的な要素を味わってみた
いと思うようになった」－あいがわたけし『小説バーナード・リーチchronology-富本・柳・演田・河井
一｣、ＭＯＫＵ選書、2013年、４６頁。
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パリでジヤポニズムの影響を受けた美術作品を目にし、日本へ渡る決心をする。
一方、柳は学習院高等学校を卒業し、1910年には、学習院出身の友人4)と文芸雑誌「白樺」を創刊す
る。白樺派は、理想主義・人道主儀の思想を常にもち、柳もその影響を受けている。また、西欧の美術
にも目を向け、セザンヌやゴーギャン、ロダンといった海外の作家の作品も紹介していた。東京帝国大
学文科大学哲学科に入学した柳は、宗教､思想や哲学に造詣が深い人物である。「白樺」にも「宗教者と
してのロダン」（白樺一巻八号、1910年）という論文を掲載された。後の美術や工芸に目を向けても、柳
の宗教・哲学的な思想は、美術と共にシナジー効果になり、独自の宗教的美学を確立する。1911年に開
催されたお茶会に参加したリーチと柳は、神秘主義者であるウィリアム・ブレイク5)（以下、ブレイク）
に共通した関心があることが分かり、本格的に交流を深めることになる。柳は、リーチを通じて、ブレ
イクの思想に傾倒する6)。他方、リーチは、日本の「楽焼」に深い関心を示し、興味の対象を陶芸に向け
るようになる。その後、陶工富本憲吉（1886～1963）と一緒に陶工６代乾山（尾形繁吉：1853～1923）
の下で陶芸を始め、陶芸家の道を進む。
以上が柳とリーチの往復書簡が始まる前段階の状況であった◎後に両者は朝鮮陶磁に出会い、柳は西
欧に向けた眼差しを東洋に向けるようになり、「民塾」の理念を定立するに至る。一方、リーチは、自身
の作品の中で朝鮮陶磁の美意識を受け入れ、東洋と西洋の融合を試みた。
１－１．往復書簡集の内容
柳とリー チの往復書簡には、1912年５月～1959年12月の間に151通（159点）が確認され7)､紹介されて
いる。その中で98通がまだ一般に公開されていなかった書簡であるが、そのうち半分以上がリーチによ
る書簡である。とりわけ、リーチが柳に宛てた書簡の大半が初公開のものである。もちろん、この本に
掲載されているものが、両者のすべての書簡ではないが、柳とリーチの思想や工芸観から、朝鮮陶磁に
関する美意識、さらに家族や身辺情報の細かなところまで相互報告しているため、両者がどれほど親密
な関係だったかをうかがい知ることができる。筆者はまず、全書簡をおおまかに、①安否及び近況報告
(①－１：応信だけや約束確認)、②陶磁器及び陶芸に関する内容、③柳以外の民芸同好人に関する内容、
④思想（④－１：美術や工芸、④－２：東西思想または宗教、④－３：その他)、⑤相手に対する意見・助
言、⑥朝鮮に関する内容、⑦その他美術・芸術全般（展覧会や著作、講演会など)、以上七つに分けて、
分類した。【表１】（最後の頁に添付）
【表ｌ】からわかるように､一通の書簡をみても、様々 なやりとりが交わされていることがわかる。柳
4）代表的な人物として、志賀直哉、武者小路実篤、岸田劉生、児島喜久雄など小説家、詩人、作家、美術史家など様々
な分野の人たちで構成されている。彼らは、白樺派と呼称された。
5）ウイリアム・ブレイク（WilliamBlake：1757～1827）は、英国の詩人・版画家・画家であり、柳の民芸やリー チの
工芸観にも強く影響を与えている。ブレイクは、「天国と地獄の結婚」（1790)、「無心と経験の歌集」（1794）など、
独自の神学を構築しながら、独特の彩色版画印刷法で絵入り詩集を出版していた。－湯原公浩「柳宗悦の世界｣、
平凡社、2006年、９０頁を参考。
6）後に1914年柳は、大著『ヰリアム・ブレー ク」（洛陽堂）を発刊するまでに至る。
7）2014年６月時点で確認できた内容であることを著書に記している。
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とリーチの審簡を内容ごとに区分すると、【表２】になる。
|表２】書簡の内容区分による表
3８４１
また、【表２】をグラフ化すると、【凹表ｌ】になるｃ
画柳宗悦
耀バーナード・リーチ
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①②③①⑤⑥⑦
以上の【表ｌ】、【表２】、【図表ｌ】から読み取れる結果は、やはり①の安否及び近況報告内容が一番
多い。①安否及び近況報告の中では、質問の返答もあるため、数が多い。それを考慮すると、二番目に
多い内容が重要な内容というべきであろう。
柳の場合、二番目に多い内容は、⑦その他美術・芸術全般（展覧会や著作、講演会など）である。柳
は、そもそも理論家であり、自身の著作や行った講演会について詳細もリーチに報告した。実際に、書
簡内で、著作と講演会、展覧会の細かい内容とそれぞれの出版、開催|:I程、開催結果をリーチに報告し
ている。加えて、他の民芸同好人たちの著作や展覧会も企画するなど､民芸の指導者という立場を取り、
リーチの展覧会も主導的に開催し、作品の値段についても独断で決めており、リーチには事後報告をし
ていたことがわかる。また、展覧会後、オークションを開き、再販売するなど、職極的にリーチを支援
している。例えば、1923年５月５日の譜:簡で、流逸荘画廊で４月2711～５月２日の６日間にわたり、リ
ーチの展覧会を開き、書簡でその報告をしている。柳は、リーチのエッチングの作品を高く評･価し、『白
樺ｊで作品を紹介したほか、日本で展覧会を企画するなど、リーチの存在を広める活動を行っていた。
そのため、日本でよく愛好されるリーチ風の作品は、どのようなものであるかも承知していた。よって、
書簡内では、柳自身の判断で、リーチが付けていた展示品の値段を変更し、修正していた。面白いこと
に、展覧会の前に相談するわけではなく、展覧会後にその内容を報告している。当時日本と英国で書簡
のやり取りをすること自体、手間がかかるため、相談は難しいと思われるが、全而的にリーチが、柳の
眼目を信じたゆえに一任したのであろう（【表ｌ】参照)。
その他、②陶磁器及び陶芸に関する内容から⑤相手に対する意見・助言までの内容は大体同じ比率で
分布している。⑥朝鮮に関する内容は、全書簡の中で少ないやりとりであるが、柳が書いた全体的な②
陶磁器に関する内容の数に比べると、朝鮮陶磁のみの内容が、全体陶磁についての内容の半分になり、
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(図表１】柳とリーチの書簡の内容区分によるグラフ（＊筆者の総計に）
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比較的に多い。
一方、リーチによる柳宛の書簡の内容は、全体的に柳と同様の比率であるが、二番目に多い内容が、
②陶磁器及び陶芸に関する内容であり、三番目が③柳以外に民芸同好人に関する内容である。（【図表
ｌ】参照）また、実際に②陶磁器及び陶芸に関する内容、③柳以外の民芸同好人に関する内容、⑦その
他美術・芸術全般（展覧会や著作、講演会など）の書簡数の差は多くないが、柳に比べて、②陶磁器及
び陶芸に関する内容が多いことは、やはり陶芸家であったリーチにとって、陶磁器に最も関心があった
表れであろう。加えて、③柳以外の民芸同好人に関する内容についてよく述べられている理由は、民芸
同好人たちの中で、一緒に陶芸を始めた富本や、代表的な民芸作家であった演田庄司（1894～1978)、河
井寛次郎（1890～1966）とは、美に対する同様な価値観をもっていたため、彼らに対する関心は高かっ
たと考えられる。特に、演田とリーチは生涯深い関係であった。1920年、涜田とリーチは、共に渡英し、
東洋式の窯を築き、英国に相応しい陶土探しや紬薬の研究をするなど、リーチが英国でポタリーの基盤
を固める準備を行った。また、涜田自身も英国でリーチと協同で陶磁器を作りつつ、共同展覧会を開く
など、陶芸家としての土台を作っていた。柳とリーチが、哲学や宗教など精神的な部分で深く共有して
いたことに比べて、リーチと演田との関係は、より技術的な陶磁器に関する意見を交えた仕事仲間であ
った。リーチは英国のコーンウォール州にあるセント・アイヴス（Stlves）の工房の窓から遠い海を見
つめ「オオ、ヤナギ、ヤナギ」「オオ、ハマダ、ハマダ」とよく言っていたという。
１－２．往復書簡集の時代による内容区分
続いて、時代による内容を分類し、両者の交流を分析する。この分類によっては、①両者は、いつの
時代でどのような思想をもち、どのような見方で工芸をみてとったか、②その考え方をいつまで続けて
いたか、③この時代にどのような事件があったかなどをみることができる。加えて、両者の工芸観の芽
生えから、工芸観を確立するところまで、両者の工芸観にお互いが与えた影響を知ることができると考
える。
先に、全書簡を内容ごとに①～⑦で分けた結果を、時代ごとに再分類して図式化したのが、次の【図
表２】である。
【図表２】時代別による番簡内容区分（Ｙ：柳、Ｌ：リー チ）
（＊内容の①～⑦の分類は、【図表１】の分類と同一である｡）
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時代の区分に関しては、両者における重要な事件によって、大まかに八つに分けた。
①1912年５月～1915年６月：（柳）1914年11月に大著「ヰリアム・ブレー ク」を発刊、朝鮮陶磁に
出会う。
（リーチ）来日し、北京に渡る前まで。朝鮮陶磁に出会う。
②1915年７月～1916年１１月：（柳）1916年８月に初めての朝鮮旅行。
（リーチ）北京にいる間。
③1916年１２月～1920年４月：リーチの来日、柳と一緒にいる時期、共に朝鮮に渡る。
④1920年５月～1924年５月：リーチの帰国後、又は柳が朝鮮民族美術館設立前。
⑤1924年６月～1934年３月：（柳）朝鮮民族美術館設立後～日本民芸館設立直前。
（リーチ）英国でポタリーの経営が悪化された時期。
⑥1934年４月～1935年５月：（柳）日本民芸館設立後、日本全国を舞台で民芸運動。
（リーチ）来日し、日本で民芸同好人たちと陶磁器制作、個展、日記
発刊。
⑦1935年６月～1952年７月：（柳）日本の九州、アイヌ、沖縄など民芸運動を広げる様々な民芸に
関する著作を表した。宗教的な民芸著作も発刊する。
（リーチ）朝鮮を経由し、シベリア鉄道で帰国、ヨーロッパや米国で
活動、バハイ教に入信。
⑧1952年８月～1959年１２月：柳とリーチは、演田と一緒に米国の国際工芸家会議に出席
その後、リーチは柳と共に来日（1954年１１月まで)、琳派研究を開始、
日本九州の小鹿田で陶磁器制作、大阪や京都で共同展覧会。
【図表２】から把握できるように､柳がリーチ宛に多く書いた時期と、リーチが柳宛てに多く発送した
時期、また相互が応じた往復書簡が著しく多い時期がある。大きく①～④を前半、⑤～⑧を後半として
区分すると、前半は柳によるリーチ宛の書簡が、後半はリーチによる柳宛の書簡が多くみられる。
１－２－１柳の書簡にみる両者の交流
「１－２往復書簡集の時代による内容区分」の結果を元に、最初に柳の書簡にみられる両者の交流を具
体的に考察したい。
まず、柳がリーチ宛に多く書いた時期は、①～④の時期であり、1912年７月から1924年５月までで、
リーチが柳からの書簡に応じたものもあると考えられるが、該当する書簡は収録されていない。この時
期の書簡の特徴として、「真」と「美」を追求する両者の思想について､意見交換している内容が数多く
みてとれる。最初の①の時期は②～④の間に比べて､比較的に往復書簡になるが､例を取り上げながら、
どのような思想を共有していたかを確認する。
思想に関する内容だけを次の【図表３】のようにグラフ化してみると、やはり前半に柳が送った書簡
では思想に関するものが数多い。
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その理由として推測できることは、①の時期は、柳とリーチの交友が始まったばかりであったが、柳
がブレイクに傾倒していた時期であり、ブレイクの紹介者であったリーチと彼の思想に関する意見をよ
く交換していたと考える。ただ、柳の意見に応じるリーチの書簡が見えないことは、この書簡集が両者
の書簡のすべてを取り上げたわけではないことと、来日していたリーチと柳が直接出会い、意見交換を
したからであるという可能性が考えられる。1915年６月15日の柳によるリーチ宛の書簡をみると、“We
hadenjoyed3daysathere，＆hadenoughtalk・Intresting［sic.］ｗａｓourmutualexchangeof
knowledge，ｂｕｔｓｏｒｒｙａｌｓｏｔｏｆｉｎｄｏｕｔｓｏｍｅｄｉｆｆｅrenceoftheattitudeoflife＆ａｒｔｂｅｔｗｅｅｎｕｓ．Ｉ
ｈａｖｅｍａｎｙｔｈｉｎｇｓｌｗｉｓｈｔｏｔａｌｋｔｏｙｏｕ.”と書いているため、おそらく書簡以外の場で意見交換をし
ていたことは間違いない。
ブレイクは、「天国と地獄の結婚』で二元論的一体論を主張している。この思想の影響を柳とリーチは
受けている。柳は1914年１月のリー チ宛の書簡で“Ｙｏｕｋｎｏｗｔｈｅｐｒｅｆａｃｅｏｆ‘Milton，byBlake，
grandestwordsindeed1Tellmeifyouknowwellabout‘TheBlakeSociety'[.］Ｉｗｉｓｈｔｏｂｅｃｏｍｅ
ａｍｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅＳｏｃｉｅty.”という箇所があるが、数多い柳の書簡ではこのように、積極的にブレイク
に関する質問や感想、または思想を語る柳の姿をみることができる。柳の思想は、主に「白樺』で知る
ことができるが、「白樺』誌上で「ヰリアム・・ブレーク」（第五巻四号、1914年４月）を発表する。そし
て、1914年には、大著「ヰリアム・ブレーク」（洛陽堂）を発刊するまでに至るが、その著書について、
1915年１月１０日の柳の書簡の中で、“Hangit1Twentysixyearsold1Whaｔｌａｍｄｏｉｎｇ？Ｈｏｗｉｓｍｙ
ｂｏｏｋｏｎＢｌａｋｅ？Yes，Ｉｌｏｖｅｉｔ・Yet，yet…Ｏｈ，ｌｏ１ｔｈｅｖｉｓｉｏｎｏｆＢｌａｋｅｉｓｂｅｆＯｒｅｍｅagain1Poisonous
istheGreatMan1Hasten1but［sic.］lookoutthesteps.”と述べ、自身の著書に対するリー チの意見
を求めながら、非常に興奮して、ブレイクについて語っている柳をみることができる。
二元論的一元論が可能であろうかという柳の思想は、ブレイクに出会う前から長い間解決したい問題
であった。しかし、ブレイクに出会い、二元論的問題（精神と肉体、天国と地獄、神と人間）の帰着点
が見えてきた。また、この問題については、リーチと共有しており、ときにはリーチのブレイクについ
ての意見に指摘する場合もあった。柳によるリー チ宛の書簡の中で、1915年11月８日、１１月１９日、１１月
24日の三つの長い書簡にその内容が含まれている。1915年11月８日の書簡で、柳は、キリスト教神秘主
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【図表３】時代別による柳とリーチの思想に関する内容区分（Ｙ：柳、Ｌ：リーチ）
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義は、「一つか多数か」であって、「一つの中の多数」でも「多数の中での一つ」でもないものであり、
それに対し、不自然を感じていた。柳が見抜いた神秘主義とは、濃厚な汎神論的思想であり、哲学的で
もないし、一つの学派でもないと述べていた。加えて、柳の神秘主儀思想の帰着点は東洋の「禅」であ
った。次の引用文にその考えをみることができる。
Mysticismistheveryessenceofmanyreligions､Befbremysticismthereisnosect､Ｔｈｅｔｒｕｅ
Ｚｅｎｉｓｎｏｔｓｅｃｔ,ithatessect､Quakerism,whichlacquaintedquiterecently,ｍａｙｂｅａｎｉｓｍ
ｂｕｔｔｈｅｉｓｍｗｈｉｃｈｈａｔｅｓｊsms､Ｍａｎｉｓｍａｎａｌｌｏｖｅｒｔｈｅｗｏｒｌｄ,theradicalnatureofthem
mustbeidentica１．２＋２is4universally,ourmysticalnaturemUstbeuniversaljustlikeit・
Yomthestandpointofmysticismwecanembraceallreligions，becausethequintessenceof
anyReligionisalwaysmystica1.8）
柳は、「禅」をどのように説明しているのか。柳が論じる「禅」とは、“Zen,itsetymologicalmeaning
in‘contemplation',anditsignifiesthestateofnaturalpeace＆unification9)"と語る。そして､柳自身が
導かれた「禅」のi思想を、リー チも学んでほしいと考えており、書簡の最後に“DearLeach,Ifeelvery
sorrythatyouleftJapanwithoutknowingadequatelywhatisZenlfyoucouldbehereatpresent，
HowdelightfUlitwouldbefbremetotalkyousomethingaboutthatdeepcurrentofhuman
knowledge,Surelyyouwillevencryout1l0).，と述べ、リーチの再来日を望んでいる。
以上のように、柳の二元論的一元論の思想についての考えを①1912年５月～1915年６月の時期の書簡
でみることができるが、ブレイクの思想をリーチと共有していたためか、柳がそれを主題にしている書
簡が多かった。ところで､②1915年７月～1916年11月の時期にも柳による書簡が数多く見られる理由は、
北京にいるリーチに対する助言が多かったためだと考えられる。その時期はリーチが美学者ウェストハ
ープに惹かれ、北京へ行った時期であり、北京で中国の孔子や老子の思想から、東と西という二元論を
克服する方法を模索した。しかし、東西の架け橋になることを志したリーチは、一時期自身の生き方に
迷い'')､そのリーチを救った人物が柳であった。よって､そのときに柳がリーチを励ました内容の書簡が
多い。相手に関する助言・意見を含めている内容だけを次の【図表４】のようにグラフ化してみると、
８）「神秘主儀とは、いろいろな宗致の精髄に他ならず、神秘主義の前にはいかなる宗派もありません。輿の種もまた宗
派ではなく、派を忌み嫌います。僕が最近知るようになったクエーカー主義が“主義”かもしれませんが､あらゆる
主義に封立する主義です。人間は世界中どこでも人間であり、その根本的性格は同一でなければなりません。…一
主義という観黙を通して我々はすべての宗教を受け入れることができます。いかなる宗教もその填髄は常に神秘主
義的だからです」－柳宗‘悦「柳宗悦全集二十一巻上｣、筑摩書房、1989年、203頁による翻訳文。
９）「瀧の語源上の意味は「静慮」であり、それは自然の平和と統一の状態を示します」－同上202頁による翻訳文。
10）日本民芸館学芸部｢柳宗悦とバー ナー ド･リー チ往復書簡日本民芸館資料集」(Sｂｅ“yZz"“α"ｄＢｇγ"α7弓dL2acル
Ｌ〆舵応一Ｆγo"l912roI959)、日本民芸館、2014年、２７頁。
１１）リーチは友人富本に「私は絵を描くのか、陶器を焼くのか文章を書くのかまだ分かっていない」と手紙を書いてい
た。－前掲番、あいがわたけし「小説バーナード・リーチchronology-富本・柳・演田・河井一｣、９６
頁。
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繊蒋血戦禅
【図表４】時代別による相手に関する意見・助言を含めた内容区分（Ｙ：柳、Ｌ：リーチ）
1１????????
やはり前半の②1915年７月～1916年１１月の時期が、柳からの助言に関する書簡が数多くみられる。
柳はそもそもハープの思想には理解できない部分があることをリーチに言っている。例えば、1914年
６月１日に柳がリーチに書いた書簡の中で、ハープ博士の日本教育に関する彼の思想について、“His
ideaindeedsoundstomesofriendlyandIcannothelpfromadmiringhischaracter，sofUllof
spirit､１t,however,ｓｅｅｍｓｔｏｍｅｔｈａｔｈｉｓｔｏｕｇｈｔｃｏｎｔａｉｎｓmisunderstanding［sic.］sometimes,ａｎｄ
lmustconfessthathisidearswerenｏｔａｎｏｖｅｌｉｔｙｔｏｍｅｔｈｏｕｇｈｌｈａｖｅｍｕｃｈsympathywith
themAnyhowlhavemucｈｔｏｔａｌｋａｂｏｕｔｈｉｍｗｉｔｈｙｏｕｌ２)”という不満をもっている。また､1914年
９月１１日の書簡では、“ＩｈｏｐｅｙｏｕｗｉｌｌｅｖｅｒｒｅｍｅｍｂｅｒｔｈａｔｙｏuhaveafriendinJapan，with
whomyoucantalksomeinnerspiritualthings,'3)”と述べ、日本ではリー チと共感をもてる相手がい
ることを確かめ、結局1915年７月22日の書簡では、トルストイの話を引用し、“‘GreathFiend,listento
meagainlPleaSeretUrntOyOUrart''4)"と述べ､中国で陶芸活動を全くしていないリー チに芸術のとこ
ろ（日本）に戻れ、という気持ちを伝えている。
加えて､柳は､今のリー チの現状を"ＷｈａｔｗａｓａｎｄｉｓｙｏｕｒｃｏｗｏｒｋｗｉｔｈＤｒ.Ｗ・inPecking［sic.]，
Ｉｄｏｎ，ｔｋｎｏｗ，Ｙｏｕａｌｓｏｍａｄｅｎｏｔａｌｅａｓｔｐｒｏｇｒｅｓｓａｔｔｈｅｒｅｌｋｎｏｗ，especiallyinyourthought・Ｂｕｔ
ｗｈａｔＤｒ．Ｗ・isbefOreyou？Ｉｒｅａｌｌｙｈａｖｅｓｏｍｅｄｅｅｐｓｙｍｐａｔｈｙｔｏｈisworktoacertainextent、
But，tospeakfranklyofmypersonalfeeling＆understanding，Ivalueyourartisticworkmuch
morethanhisphilosophicalideas,'5)，，と批判的に述べ、“WhichaspectwillyourfUturereveal-you
asanartist,ｏｒｙｏｕａｓａｎｍｏｒａｌｐｕｒｓｕｅｒ？Ｉｄｏｎ'ｔｋｎｏｗ、Buttowhichworldyouwerechosen？Ｉ，
personallyaswellasaffectionatly［sic.]loveyouasanartist､'6)''と書き、リーチが芸術家の道を選べ
蟻蝉
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｢ウェストハープ博士の思想の主旨には共感しますが､彼の考え方の所々に不満を斑覚えます。彼の思想は賓際親し
みやすく、意気盛んな彼の性格を賞讃せずにいられません。が、彼の考えには時として誤解があり、その思想自罷、
言ってみれば．共感しえても斬新に思われるわけではありません。いいずれにせよ、彼について貴兄と話しあいた
いことは津山あります」－この書簡の日本語訳は、前掲書、柳宗'悦「柳宗悦全集二十一巻上｣、177頁により転載。
前掲書、日本民芸館学芸部「柳宗悦とバーナード・リーチ往復書簡日本民芸館資料集｣、１４頁。
同上、２０頁。
同上、２２頁。
同上、２２頁。
１３）
14）
１５）
16）
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るように促すとともに、芸術家としてのリーチを高く評価している。
さらに、1916年７月28日の柳によるリーチ宛ての書簡では、柳が朝鮮に行ってリーチを直接励ますた
めに、訪中時期を伝えている。また、その後、1916年１０月23日の書簡では、“LeachOughtcomehere
again!'，と強く語っている。リーチは、柳の強い勧誘により中国から日本の我孫子にあった柳の家に移
り、居候することとなる。1917年～1919年の約３年間、我孫子に身を置き、窯を築き、北京では焼かな
かった陶磁器を日本で再び焼くことになり、東と西の合一という陶芸家としての自身の思想を実践しよ
うと考えた◎後にリーチは､我孫子の時期を一番幸せな時間だったと回想している'7)。また､その時期は
柳にとっても、朝鮮へ赴き、朝鮮陶磁に目覚めたという、民芸の思想を考える重要な時期であった。こ
のときの両者は、お互いに思想を共有し、深く関係を結び合う契機をもった'8)。
柳の書簡の特徴として、相手に助言し勧誘する際、何度も民芸に関わる意見を語っていたという点が
あげられる。その時期が前半では②1915年７月～1916年１１月であり、後半では、⑦1935年６月～1952年
７月であった。このときは、リーチが英国で経済的にも陶芸的にも苦労していた時期であり、1952年７
月に柳とリーチ、演田が一緒に米国の国際工芸家会議に参加する前に、日本に来て一緒に会議に参加し
ようという内容を繰り返している。特に、今まで公開されていなかった柳の書簡の中で、1951年１月１
日～1952年１月31日の７つの全書簡で勧誘する内容が含まれており、非常に興味深いものとなってい
る。例を二つ挙げると、1951年１月１日の書簡に、“Ｉｈｏｐｅｙｏｕｃｏｕｌｄｃｏｍｅ＆seeitinthisyear,ａｔ
ｌｅａｓｔｏｎｗａｙｏｆｙｏｕｒｒｅｖｉｓｉｔｔｏＡｍｅricalemphasizethemeaningofyourvisittoJapan,because
itwillgiveyoumanyeffectivesuggestions＆helpfOryourschemeofpotter'sconferenceinl952
whichyoumentionedinyourletter'9)”と述べ､1951年３月４日には“Istronglyadheretomywish
ofinvitingyouhereinthisyear''、“OhmyfriendLeach,ｄｏ､，ｔｈｅsitatetovisitJapaninthisfall，
everythingisreadyfOryou，ａｂｅｄｔｏｓｌｅｅｐ，ａｋｉｌｎｔｏｗｏｒｋ，ａｂｒｕｓｈｔｏｄｒａｗ＆aMuseumto
enjoy1'，と述べ、リーチのためならば経済的支援もいとわないとし、強く勧誘していることが読み取れ
る。
１－２－２リーチの書簡にみる両者の交流
「１－２往復書簡集の時代による内容区分」の結果を元に、リーチの書簡にみられる両者の交流を考察
したい。前述したように、リーチによる柳宛の書簡は、時代的に後半部に分布している。（【図表２】時
代別による書簡内容区分を参考）特に、思想や陶磁について語る内容が数多く確認できた。
17）バーナード・リーチ福田陸太郎訳「東と西を超えて－自伝的回想一｣、日本経済新聞社、1982年、125頁。
18）1921年９月１１日の書簡で柳は、その時期を次のように回想している。“Threebooksweresentoutbyme＆two
childrenweregiventousduringthoseyearsinAbiko､Itisalsotheplaceofyourtremendouslabour､Ｈｏｗｌｃａｎ
ｆＯｒｇｅｔｔｗｏｐｌｅａｓａｎｔ＆impressiveyearswithyouINever-to-be-fbrgottenmemoriescomｅｏｎｅａｆｔｅｒｔｈｅｏｔｈｅｒｔｏ
ｍｙｍｉｎｄ”－前掲注10,54頁。また、リー チによる柳宛の瞥簡でも1929年２月10日に“Ihavetakenpartinyour
workinspirit､Iwouldindeedhaveitso,fbrtheretrospectoflifewithyou,especiallyatAbiko,isofthehappiest
＆fUllesttimeinmylife.”とその時期を懐かしがる。
19）前掲書、日本民芸館学芸部「柳宗･悦とバーナード・リーチ往復書簡日本民芸館資料集｣、223頁。
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1930年代から、日本における柳を中心とした民芸運動の成功によって、民芸派の影響はますます全国
的に広がっていた反面、英国では、１９世紀アーツ．アンド・クラフトという美術工芸運動の後、手仕事
の工芸品は逆に高価となり、その影響によって未だ民芸風の陶磁が認められていない状況であった。そ
の中でリーチは、日本が自身の利益になることを自覚しているにもかかわらず、中世ヨーロッパの陶器
や英国の伝統的陶磁を継承し（カレナ紬、スリップ・ウェア)、日本の楽焼や韓国・中国の陶磁との融合
を試みた。リーチの書簡の中には、日本の陶芸環境を羨ましく述べる箇所が頻繁にみられる｡特に⑤1924
年６月～1934年３月と⑦1935年６月～1952年７月の時期が英国の陶芸環境に対する悩みについての記述
が多くみられる。そのため、柳と同様に⑤1924年６月～1934年３月の時期では、リーチが、逆に柳に英
国に来てほしいことを繰り返し要請している。つまり、リーチは、柳と再び会って、陶芸や思想などに
ついて話し合ってほしかった。例えば、1929年２月６日の書簡に“ＩｈｏｐｅｌｃａｎｇｅｔｔｏＬｏｎｄｏｎｂｕｔ
ｆｂｒｔｈａｔlneedsomebodyhereasamanager'，と自身を導く人の出現を願っているが､おそらく柳を
念頭にして述べているのだろう。そして、２月１０日の書簡では"Ｗｏｕｌｄｔｈａｔｙｏｕｗｅｒｅｈｅｒｅ＆Ishould
walkthecountrylanes，＆moors，＆cliffS，ｗｉｔｈｙｏｕ＆tellthechanges.”と明記している。次に
"Ｗｈｙｄｏｎ'ｔｙｏｕｃｏｍｅＹａｎａｇｉ？Isitmoney？Isitresponsibility?20)，，と柳の渡英を催促するリーチの
様子を読み取ることができる。
言い換えれば、リーチの書簡には、柳と自身の工芸観について、意見交換や助言を求める内容が多く
含まれている。1930年５月30日には、工芸と社会に関して相談したい、と述べているが、その内容は次
のようである。“ＩｗｏｕｌｄｇｉｖｅｍｕｃｈｔｏｔａｌｋｔｏｙｏｕａｂｏｕｔCraft＆thesocialproblem-religion
＆society＆ｃｒａｆｔ－ｔｈｅｍｏｄｅｒｎｍｏｖｅｍｅｎｔｉｎｔｈｅｄｅvelopmentofEuropeanart-its
relationshiptothefOrmer.'，しかし、1930年４月12日の柳によるリー チ宛の書簡内では、柳が美と社会
の問題について記していた。そこで柳は、工芸に関する機械化の問題について、それは単に科学と美の
問題ではなく、美と社会の問題であると述べている。柳とリーチは､手仕事の主張が、「反産業革命(Anti
-IndustrialRevolution)」ではなく、「対抗産業革命（Counter-IndustrialRevolution)」であることを主
張した。つまり、社会の中で工芸を位置づけるべきであろうとした。柳が論じる社会とは、“僕は社会と
いう言葉で､社会の共同生産制を意味します2')"と述べている。今の機器化文明の問題を解決する方法と
して、共同社会を作るべきだとし、個人作家と陶工、民芸作家と個人作家との協力を通じて、正しい工
芸に行くべきであろうと考えた。リーチはそうした柳の考え方に共鳴し、自身の作品を通じて実践して
いた。英国にあるリーチポタリーは、共同作業で陶磁器を作り、東洋の伝統的美意識と西洋の伝統的美
意識を融合して「東と西の結婚」という理論を実践していた。東洋と西洋の架け橋になろうと考えた初
期のリーチに、東と西という区分を超えることを助言していたのも、柳であった。結局、リーチは、同
じくブレイクの「天国と地獄」から「東と西の結婚」という理念を抱くようになり、柳との意見や思想
の交流を通じて、理念の実践を可能にしたと考える。
結局、柳とリーチはお互いをどのように考えていたのだろうか。柳は、1930年４月１２日の書簡内で
20）同上、１１１頁。
21）前掲響、柳宗′悦「柳宗‘悦全集二十一巻上｣、391頁。
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"thoughyourcountrymenmaynotunderstandyou，butweunderstandyouruniquemessageto
theEast､Ｈｏｗｏｆｔｅｎｗｅｈａｖｅｗｉｓｈｅｄｔｏｔａｌｋ＆ｗｏｒｋｗｉｔｈｙｏｕｉｎＪａｐａｎＷｅｃａｎｅｘｐｒｅｓｓthe
spiritoftheEastthroughyou，asyoumayexpressyourselfthroughtheEast・Nonecan，ｉｎｔｈｅ
Ｗｅｓｔ,dosuchathingsaveyourselfsofaraslunderstand22)”と主張しているが､柳がリー チを特
別視する理由が明記されている。また、リー チを日本に誘う理由も“Ｉｃａｎｎｅｖｅｒｒｅｇａｒｄｙｏｕｒｃｏｍｉｎｇ
ｔｏｔｈｅＥａｓｔａｓａｎｅｓｃａｐｅｆｒｏｍｔｈｅＷｅｓｔ・Ｊａｐａｎｉｓｎｏｔａｈｅｒｍｉｔａｇｅａｓｙｏｕｋｎｏｗwell,Wedo
inviteyouasaspiritualbrotherorratheramessengerfromthewestwithwhomwewishto
discussabouttheory＆practiceoffUturecraft，whichｗｅｒｅｇａｒｄａｓｏｎｅｏｆｔｈｅｍｏｓｔｓｅｒｉｏｕｓ＆
grandproblemsfOrthewelfareofhumanbeinginfUture23)，，と述べている。つまり、柳は、リー チ
を西洋からきた、あるMessenger（使者）として捉え、リーチを通じて東洋の思想を伝えた。また、リ
ーチは、柳を通じて東洋の理解を深め、東洋と西洋の融合を試みようと考えていた。
以上のように、柳とリーチの往復書簡を分析した上で、両者の交流により判明した結果は、一、両者
は内的（精神、思想）にも外的（相互工芸観の実践）にもお互いに共鳴していた。二、両者の交友は、
｢真」と「美」の追求という同じ目的をもっていた。三､正しい工芸社会を作ろうとして、両国で工芸運
動を行っていた24)。柳とリーチが追求した工芸論は､二元論的一元論であり、多様性を認めながら合一す
ることを目指していた。
２．朝鮮陶磁に関する美意識の検討
前述したように､柳とリーチの⑥朝鮮に関する書簡は､全書簡の中では数少ない。（【図表１】を参照）
ただし、両者は次の【図表５】のように、生涯、繰り返し朝鮮に関して記している。
柳は生涯に21回、リーチは、生涯２回朝鮮を訪問した。【図表５】から分かるように､④1920年５月～
1924年５月、⑤1924年６月～1934年３月と⑦1935年６月～1952年７月の時期に同じ比率で多くの意見が
述べられているが、④1920年５月～1924年５月と⑦1935年６月～1952年７月の時期が朝鮮を訪問した前
後であるので当然であろう。（【図表２】下に時代区分内容①～⑧を参考）特に、柳の場合は、朝鮮に関
する著作や講演会、美術館設立など幅広く活動をしていた。しかし、⑤1924年６月～1934年３月の場合
は、その時期と少し離れているのに、リーチが柳に宛てた書簡の中で、相次いで朝鮮に対する関心を表
明している。その中で、リーチによる朝鮮の書籍に関する内容が含まれているが､それについては、「２
－２．バーナード･リーチと朝鮮陶磁」に詳しく述べる。本章では、リーチと柳それぞれの朝鮮に関して
書かれた内容を分析し、両者が朝鮮陶磁から見出した美意識を検討する。
2）
23）
24）
前掲書、日本民芸館学芸部「柳宗'悦とバーナード･リーチ往復普簡日本民芸館資料集｣、142頁。
同上、142頁。
時期に少しの差があるが、柳が民芸派を形成し、民芸運動を展開していたのと同様に、イギリスでもリーチ派が形
成され、StudioCraftMovementによって展開された。
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25）前掲番、日本民芸館学芸部『柳宗‘悦とバー ナー ド・リー チ往復書簡日本民芸館資料集｣、３７頁。
２－１．柳と朝鮮陶磁
この節では、主に柳によるリーチ宛の書簡を中心に、柳と朝鮮陶磁の出会いから、民芸の理論を確立
するまでを分析しながら、民芸の美や朝鮮陶磁の美意識について考察してみたい。
柳が朝鮮の美に目覚める契機になったのは､朝鮮時代の《青花草花文面取壷》【図２】という陶磁器を
目にしたことである。1914年、その壷に出会ってから、一度は西洋に傾いた関心が東洋に移る。つまり、
民芸の開眼である。その感想を「白樺ｊ「我孫子から通信一」にて、「之は全く朝鮮の磁器から暗示を得
た新しい驚悟だ」と言及する。続いて、「『事物の形状は無限だ』と伝う一個の命題が明瞭に自分に意識
された時此の単純な真理は自分にとって新しい神秘になった」と述べる。つまり、柳は壷の形状美
(shape）に驚‘際し、朝鮮陶磁の形状美から新たな「真理の神秘」を発見する。１章で分析したように、
柳はブレイクから「直観による真理」を学び、朝鮮の陶磁と出会ったことで、新たな「真理の神秘」に
開眼したのである。その思想が後に「民蕊」に発展するため、柳の「民蕊」の思想は、ブレイクから始
まって､朝鮮陶磁を通じて発展したと言っても過言ではない。ところで、「物事の形状は無限だ」という
箇所に、宗教的な理論の芽生えもみることができる。
1916年、柳は「真理の神秘」を探るため、初めて朝鮮に旅をする。その際、朝鮮で暮らしていた浅川
兄弟の弟巧の家に泊まりながら、浅川と共に、朝鮮の各地（釜山、慶州、京城）をめぐり、京成では様々
な工芸品を蒐集し始める。書簡集の中で朝鮮に関する内容が始まる時期は、【図表５】の②1915年７月～
1916年11月の時期で、二つの書簡が送られたが、最初の1916年７月28日の書簡では、京城で浅川が案内
をしてくれる計画が述べられている。次はその内容である。‘‘Ｎｏｗｉｔｉｓｍｙｇｒｅａｔｊｏｙｉｎｔｅｌｌｉｎｇｙｏｕ
ｂｏｔｈｏｆｍｙｄｅｃｉｓｉｏｎｔｏｇｏｔｏＣｈｉｎａ＆Korea､OwingtotheconvenienceofmyfiFiendinSeul[sicJ
whowillguidemeintravellingKorea,ＩｄｅｃｉｄｅｄｔｏｌｅａｖｅＪａｐａｎｏｎｔｈｅｌＯｔｈofAugust.[Soeul?－
thecapitalofKorea.]25),，続いて、もう一つの書簡は､1916年９月１３日にリー チに送った書簡であり、京
城（今のソウル）で書いた葉書で、葉書の絵【図３】は、民俗的な象徴物「ジャンスン」である。今で
も残っている「ジヤンスン」は、昔から村の入口のところに立てられており、①村を守る守護神、②地
域と地域を区分する役割、③里程標の役目を果たした。柳は、“Attheentranceofthevillagesthesｅ
dＥ
【図表５】時代別による柳とリーチの朝鮮に関する内容
wonderfulmonstersstand、Koreannatureisrathersolitary，ｂｕｔｔｈｅｐｅｏｐｌｅｉｓｌｏｖｅｌｙ＆interesting・
Theircostumeisgraceful＆theirmanners,especiallyofboys＆girlsareverycharming,26)”と述
べ、異国文化を満喫していた。
その次に柳がリーチに宛てた書簡は、主に④1920年５月～1924年５月の次期に移る。つまり、リーチ
と同行して1920年に二度目の朝鮮旅行を行い、また、その後に７回ほど朝鮮へ行き、朝鮮の工芸品を蒐
集してから、1924年４月９日に「朝鮮民族美術館」【図４】を設立するのであるが､この時期である。柳
は生涯で21回朝鮮を訪問するが、その半分がこの４年間である。つまり、朝鮮工芸に傾倒していた時期
にあたる。1920年１０月31日の書簡で､柳は"ＩｔｓｅｅｍｓｈｅｈａｓｌｏｖｅｄＫｏｒｅａ＆waslovedbytheKoreans
verydeeply・ＨｅｓａｗｍｏｓｔｏｆｔｈｅＫｏｒｅａｎｓｗｈｏｍｌｓａｗｉｎｔｈｉｓｓｐｒｉｎｇｓｏｗｅｈａｖｅｈａｄｍｕｃｈｔａｌｋ
aboutthem＆ｏｆ‘theKoreanQuestions'､27)"と書いている。柳は､朝鮮に住んでいた浅川の協力による
蒐集品を元に1924年４月９日京福宮紺敬堂に「朝鮮民族美術館」を設立する。朝鮮民族美術館は、日本
統治時代に時代の主流と異なる柳と浅川の「眼」で朝鮮の優れた工芸品を選び、それを公開し、日本の
帝国主義に反対する「情」の力をみせながら、朝鮮を一つの民族として評価しようとした。さらに、日
本ではなく、京城で28)「朝鮮民族美術館」を設立したことは､大いに意義があるといえる。この考え方を
読み取ることができる書簡は、1921年９月11日の書簡で、“Anotherthingwhichlwantparticulａｒｌｙ
ｔｏｔｅｌｌｙｏｕｉｓｍｙｎｅｗｐｒＯｊｅｃｔｅｄＰlaninKorea-theestablishmentoftheKoreanFolk-arts
GalleryinSeou1.,'と美術館の計画をリー チに初めて述べ、“Thoughlhavebeguntounderstandhoｗ
ｄｉｆ６ｃｕｌｔｔｈｅｔａｓｋｉｓａｍｏｎｇｔｈｅｈａｒｄmindoftheofHcials＆twistedmindofKoreans,Ｉｆａｃｅｉｔｗｉｔｈ
ｎｅｗｓｐｉｒｉｔ＆hope.”と当時日韓関係の問題があるにもかかわらず、朝鮮人に新たな美を見せようとす
る試みと希望を表明している。また、“ItisquitepitifUltofindoutmore＆morethattheKoreans
arequiteunconsciousorrathercoolastothevaluｅｏｆｔｈｅｉｒｏｗｎａｒｔ、Ｂｕｔｌｔｈｉｎｋｉｔｉｓｏｎｌｙａ
ｑｕｅｓｔｉｏｎｏｆｔｉｍｅ,ａｎｄｌｈｏｐｅｔｈａｔｏｕｒｇａｌｌｅｒｙｗｉｌｌｇｉｖｅｔｈｅｍａｃｈａｎｃｅｔｏｒａｌｓｅｏｎｃｅｍｏｒｅｔｈｅｒare
artisticinstinctofthepeople29)”と論じ､美術館が朝鮮の人々 にとって、自国の美意識にインスピレー
ションを引き起こして目覚めることを希望している。この思想が、朝鮮民族美術館を設立する柳の目的
であった。加えて、強調したいことは、柳は“Ｉｂｅｌｉｅｖｅｙｏｕａｒｅｔｈｅｖｅｒｙｍａｎｗｈｏｕｎｄerstandsthe
nature＆thevalueofsuchgallery.”と述べ、リー チが柳による独自の考え方を理解できると信じて
いる点である。また、柳は書簡の中で、いつも“Pleasedon，ｔｆｂｒｇｅｔｔｏｔｅｌｌｍｅｏｆｙｏｕｒｎｅｗｗｏｒｋｓ，
＆favourmeinsendingthePhotographｓｉｆｙｏｕｈａｖｅ.”と記し、リー チの作品制作の状況を気にかけ
ていると伝えることを忘れなかった。
日本統治時代という特殊な時代状況の中で、植民地史観を受け止めながら朝鮮の芸術を思慕し「朝鮮
の美」を見出した柳の独自な思想は、1919年３．１運動が朝鮮で起こった際にも柳が残した文章からも
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同上、３８頁。
同上、４９頁。彼（Ｈｅ）はその時期、日本に来ていた‘シン，というインド人のことである。
柳はその理由として「その民族とその自然とに、密接な関係を持つ朝鮮の作品は、永く朝鮮の人々の間に置かれね
ばならぬと思ふ。生まれ出たものは、その他に帰るのが自然である」と語る。
前掲書、日本民芸館学芸部『柳宗悦とバーナード・リーチ往復瞥簡日本民芸館資料集｣、５４頁。29）
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よく読み取ることができる。柳はその際、「読売新聞』に掲載した「朝鮮人を想ふ」で、「勝つのは彼等
の美であて、吾々の刃ではない」と言いながら、日本の統治政策を批判する「公‘償」と朝鮮の芸術に対
する「思慕」を披渥する。1919年８月６日の書簡では、その記事を読んで、多くの韓国人から良い評価
をもらったことをリーチに述べているが、その内容は次の通りである。．‘Isentmyarticleonthe
KoreanproblｅｍｔｏＭｒ､Byasdirectlyafewdaysago､Ｉａｍｖｅｒｙｇｌａｄｔｈａｔｍａｎｙｏｆｍｙｕｎｋｎｏｗｎ
aswellasknownfriendsofmineapprovedofitratherhighlyandlwastoldjustyesterdaythat
someKoreansreaditwithtears､30)，，
韓国人たちの反応があったためであろうか、同時に柳は、日韓で展覧会を行いつつ、朝鮮陶磁を含む
朝鮮の美について、徐々に論じるようになった。柳は1921年１月、雑誌『新潮』に「陶磁器の美」を掲
載し、初めて韓国や日本、中国の陶磁器の美について語った。また、1922年『白樺」９月号では、柳と
浅川が共同で執筆した李朝陶磁器特集号31)において、柳は「李朝陶磁器の特質」を寄稿、1922年９月に
『朝鮮とその芸術』、1922年に『陶磁器の美」を刊行するなど活発に執筆する。1920年10月31日の書簡で
は、“ＩａｍｇｏｉｎｇｔｏｐｕｂｌｉｓｈａｂｏｏｋｏｎＫｏｒｅａｂefbrelongldon'ｔｋｎｏｗｈｏｗｉｔｗｉｌｌｂｅｒｅｃｅｉｖｅｄｂｙ
ｏｕｒｏfncialpeople，ｂｕｔｌｋｎｏｗｌｓｈａｌｌｆｉｎｄｏｕｔｍｕｃｈｉｎｔｉｍateechoamongtheyoungpeople．’'ｍ
ａｗｆＵｌｌｙｇｌａｄｔｏｆｉｎｄｏｕｔｓｏｍｅｓｙｍｐａｔheticwritingsfOrKoreanpeoplebegantoappearinthe
CUrrentreviews＆paperS,32)”と述べ、自身の本が出版されることの報告と、その結果の予想をしてい
る柳の姿をみることができる。柳は、自身の眼を信じ、必ず若い人たちからの反響があると確言した。
また、柳は日本と朝鮮で展覧会を行った。日本では、1921年５月に東京神田・流逸荘で「朝鮮民族美術
展覧会」【図５】を、朝鮮では、1922年１０月に京城の朝鮮貴族会館で「李朝陶磁器展覧会」【図６】をそ
れぞれ開催した。朝鮮時代の陶磁器を中心に行った展覧会は両国とも初めてであり、両方とも成功した。
その感想をリーチに伝えているが、富本と一緒に書いた1922年10月13日の書簡で柳は、展覧会の成功に
ついて詳述している。“Manypeople，ｂｏｔｈKorean＆Japanesecametoseetheexhibition、more
thanl200peoples［sic.］inthreedayslthink.，，と述べ､続いて‘‘Bythisexhibitionweacquireda
warmpublicattentionfbrourproposedmuseumworklhavenowfinishedthisｙｅａｒｓｗｏｒｋｉｎ
Ｋｏｒｅａ＆ｎｏｗｏｎｗａｙｂａｃｋｔｏｈｏｍｅ・ＩｗａｓｈａｐｐｙｉｎＫｏｒｅａｗｉｔｈＴｏｍｙ，＆sorryonlytomiss
yOU､33)，，と述べている。
一方、1919年に宗教哲学に関する柳の初めての独創的な思索の跡を表す『宗教とその真理』も発刊す
る。また、1923年12月14日の書簡では、今年、三冊の本を刊行したが、二冊が宗教関係に関する本で、
後一冊が朝鮮美術に関する本で、宗教関係の本「神に就いて』は、自身の傑作であると述べている。
"Sinceyoulefthere，duringthesethreeyears，Ithinklhavewrittenthreebooksmore・Twoof
themonreligioussubjects＆ｏｎｅｏｆｔｈｅｍｏｎＫｏｒｅａｎＡｒｔ・Thelatestoneentitled‘OnGod，which
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同上、４６頁。
近代日本では、朝鮮時代を李朝と呼んでいた。李成桂が朝鮮の初代国王であるため、李氏朝鮮と略語化した。
前掲書、日本民芸館学芸部「柳宗'悦とバーナード・リーチ往復響簡日本民芸館資料集｣、４９頁。
同上、６０頁。
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wasappearedinJulyhasbeenreceivedwell＆withinfburmonths8eiditions［sic］werecalled
fOr､Ｉｔｈｉｎｋｉｔｍｙｓｅｌｆｔｏｂｅｔｈｅｂｅｓｔｏｎｅｌｈaveeverdone34)，'このことから分かるように､宗教的な
思想は美学の思想と同時に展開している。やがて晩年には、宗教的な民芸論35)を確立するまでに至る。
また、近代朝鮮陶磁器における柳の美意識は、当時の日本東洋陶磁研究者たちとは異なる独自の視点
であった。その時期、日本の学者たちは、朝鮮の美は中国の後追いに過ぎない、という見解をもってい
た36)。一方､柳は、用を重視する民芸の美意識や直観による鑑賞法をもって、高麗時代の陶磁器【図７】
をも賞賛していたが、朝鮮時代の陶磁器【図８】はさらに高く評価していた。特に、柳は、今まで評価
の対象にならなかった朝鮮中期以降の焼き物に強い関心を抱き、朝鮮独自のものとして高く評価した。
柳は、1921年９月１１日の書簡で、朝鮮民族美術館の収蔵品と、主に収蔵されている陶磁器が朝鮮時代の
ものであることを述べているが､その内容は次の通りである。“Ihavesucceededtoobtainacharming
oldKoreanbuilding，fbrmerlybelongedtothePalace，fbrourgallery，＆alsomadeagreat
successincollectingmorethansixhundredpiecesofallkindslarge＆smallofexcellentquality・
ＭｏｓｔｌｙｔｈｅｙａｒｅｔｈｅｔｈｉｎｇｓｏｆＬｉ－ｃhodynasty､37)'，
また、1925年11月２日の書簡で“DidltellyouinmypreviouslettertｈａｔｌａｍｇｏｉｎｇｔｏＰｕｂｌｉｓｈ
ａｂｉｇｂｏｏｋ,aslargeasthemonographsoftheMokujiki-sh6nin,onKoreanPotteryofLi-dynasty，
perhapsinthenextSpringwiththehelpofAsakawabrothers？Ihopethebookwillbecomea
standardworkonthatsubjectwhichiswholyneglectedbytheexpertsofOrientalpottery."。お
そらく、柳が述べている本は、「下手ものの美』（越後タイムス、1926年、９月）と思われる。柳の直観
による朝鮮陶磁に対する美意識は、「下手ものの美」であり、「下手もの」という言葉が表すように、一
般庶民が日常使用していたものである。朝鮮で朝鮮時代の陶磁器や木工芸、石工芸などの下手ものの美
に目覚めた柳は、1924年６月に木喰仏38)を発見し、日本でも「下手ものの美」という美意識を見いだせ
る対象に出会ったのである。1925年１２月に民芸同好人たちと木喰調査のため紀州を旅行する電車の中で
｢民蕊」（民衆的な工蕊の略語）という新たな造語を作り、後ほど1927年「工蕊の道」（｢大調和」創刊号）
で詳しく「民塾」について述べているが、美術と工芸を区別し、美術は天才、工芸は無名の民衆だと言
及している。このように柳は、誰からも認められなかった民衆の日常雑器の美を高らかに謡い上げ、そ
れらの「下手物」を「民衆的な工芸｣、すなわち、「民塾」と規定した。つまり、朝鮮陶磁（民謹）は、
いわゆる「下手物」や「雑器」である39)。書簡の中では､来年春ごろ刊行する予定と書いているので､お
34）同上、６９頁。
35）柳は晩年に宗教の原理が美術にも適用されると考え、「美の法門｣、「美の浄土｣、「法と美」などを刊行し、さらに宗
教的な美学になっていく。
36）東洋陶磁器研究者の奥田誠一が執筆した「朝鮮の陶磁器に就いて」（｢圃華｣、1922年）や関野貞の「朝鮮美術史」
（1932年）が主な例である。
37）前掲書、日本民芸館学芸部『柳宗悦とバーナード・リーチ往復書簡日本民芸館資料集｣、５４頁。
38）「木喰仏とは、江戸時代中期に作られた木喰仏と呼ばれる民間の木彫仏であった。…これを彫ったのは専門の仏師で
はなく、木食戒を守りながら、修行し全国を遊行した僧で木喰上人といった」－日本民芸館「柳宗悦展一暮ら
しへの眼差し」ＮＨＫプロモーシヨン、2011年９月初版、６４頁により転載。
39）柳は「｢下」とは「並」の意、「手」とは「質」の意。謂わぱ「並のもの」「普通のもの｣、吾々が「普段使ひ」と呼
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そら<『下手ものの美』であろう。また、この本は、従来の東洋陶磁研究者と全く異なる方向を表すも
のであることを暗示し、それにもかかわらず、この本が、後に工芸方面で「標準書」になることを希望
していた。
ここで、もう一度【図表５】の時代別による柳とリーチの朝鮮に関する内容をみると、1930年代に該
当する⑥1934年４月～1935年５月のところに両者の朝鮮に対する書簡がみられないのがわかる。おそら
く、その理由は、柳の民芸運動の活動範囲に関わっている。柳は、朝鮮陶磁に見出した「民蕊の美」が、
日本にも、ヨーロッパにも該当できることを認識したため、1930年代からは、柳の民芸運動が朝鮮を越
え、世界を舞台に広げていくことになるからである。
最後に､柳による書簡集の後半の1959年１０月８日の書簡を取り上げてみしい｡この書簡の中で‘‘Thanks
fbryourdrawingsoflandscapesyoudidonKoreanpaperscrollwhｉｃｈｌａｓｋｅｄｙｏｕＢｏｔｈＨａｍａｄａ
＆Ithoughtthosedrawingsinblacksuｍｉａｒｅｔｈｅｂｅｓｔｏｆａｌ1.40)'，という箇所がある。リー チが朝鮮
の紙に墨で描いた掛幅を柳に譲り、そのことについての感謝と作品に対する賞賛を述べている。その時
期、健康が悪化する柳が、最後の二番目の書簡でこうした内容を書いたことは、やはり朝鮮の工芸品に
対する柳の心は持続的に続いており、変わらなかった証となろう。
以上のように、柳の朝鮮陶磁に関する書簡から、朝鮮陶磁における柳の美意識を探ってみた。人道主
儀と平和主儀をもつ白樺派の中心人物である柳は、戦争を含む政治的な批判、日韓の問題について、リ
ーチによく意見を披涯しながら、美の力で、朝鮮人を励まし、朝鮮民族美術館を設立し、世の中に「下
手ものの美｣、「民蕊の美」を紹介することに力を尽くしたことが理解できる。また、朝鮮陶磁の美は、
｢民璽」の核心的な「美」であることをもう一度知ることができた。
２－２．バーナード・リーチと朝鮮陶磁
この節では、主にリーチによる柳宛の書簡を中心に、リーチと朝鮮陶磁の出会いから、朝鮮陶磁の美
意識が、リーチの工芸観にどのように影響を与えていたかの過程を分析したい。また、リーチの朝鮮工
芸に対する本の出版の試みと挫折を考察したい。２章はじめの【図表５】時代別に柳とリーチの朝鮮に
関する書簡の内容をみると、⑤1924年６月～1934年３月、⑦1935年６月～1952年７月の時期によく書簡
を認めている。その内容を区分してみると、一、朝鮮陶磁の動向への関心、二、柳が書いた朝鮮陶磁に
対する本の内容、三、購入したい朝鮮の陶磁器、四、挫折したように見える朝鮮陶磁の本に関する内容
などとなる。しかし、書簡の中では、直接朝鮮に関する美意識や詳しい作品を取り上げてはいない。そ
のため、リーチの他の著作や研究書などの内容を踏まえながら、書簡の内容とリーチの美意識を結び付
けて分析した。
まず、⑤1924年６月～1934年３月の時期の内容を見てみよう。リー チの朝鮮に関する書簡の内容は、
やはりリーチが朝鮮を訪問した前後に多く書かれている。リーチが朝鮮を訪問した時期は、柳の誘いに
よって英国に帰る直前の1920年である。しかし、リーチと朝鮮陶磁との出会いは、それ以前である。リ
ぶ日々必要な賞用品を指すのである」と説明している。
40）前掲書、日本民芸館学芸部「柳宗悦とバーナード・リーチ往復書簡日本民芸館資料集』、251頁。
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－チは、1911年、６代乾山の下で「楽焼」【図９】を一緒に学んでいた富本と共に、翌年に東京の上野公
園で開かれた拓殖博覧会を訪れた。そこで初めて陳列されていた朝鮮陶磁を見て、感銘を受けた。そし
てリーチは、イギリスに帰る直前の1920年、柳の提案により、柳と共に、初めて朝鮮を訪問した。この
旅でリーチの印象に一番残ったものは､朝鮮時代の《青花辰砂蓮花文壷》【図１０】であり、高麗青磁の輩
色にも感激した。その姿を浅川伯教が「李朝陶器の慣値及び愛遷に就て」（｢白樺』第十三年九月髄､1922
年９月）に書いているが、その内容は次の通りである。
リーチはいつも朝鮮の青磁のあの淡雪晴れの空の様な柔らかさと湖水の面の様な深さとに見入っ
て、この色を出して見たい、この色の気持ちが非常に好きだと云ふて居った。そして何度も破片を
眺めては、この色が出来たら使う人の気持ちがどんなに慰安を受けるか知らん、と云ふて居た。又
時には、自分は朝鮮のものに一番近い、とも云ふて居た。こうした感じは今居なくなったリーチの
作品を見てもよく判ると思ふ4')。
さらに、この旅をきっかけに、制作する妬器や磁器の美的基準を変えたと述べた。加えて、朝鮮のも
のを重視するようになったと回想している42)。リー チは､生涯で計２回朝鮮を訪れたが､その両方に柳が
同行している。リーチは、英国に帰国後、朝鮮の青磁と同じ秘色を再現したかったが、それはなかなか
難しく、磁器を作ることのできる磁土を探すことにも時間がかかった。【図11】はリーチが試みた青磁で
あり、【図１２】の高麗青磁の形に従っていることがわかる。朝鮮を訪問していた際､リーチは朝鮮陶磁の
作品をある程度持っていたが､すべての所蔵品数は知られておらず、リー チの著書ＡＰり蛇γ，SPOγ肋"043）
に４点のみが掲載されている。【図１３－１】、【図１３－２】、【図13-3】、【図１３－４】
しかし､往復書簡集の中で、リーチが朝鮮に渡った二度目の1935年５月に購入した作品リスト【図14】
がある。リストを書いた紙には「外金剛山荘、朝鮮・温井里、朝鮮総督府鉄道局」と書かれており、朝
鮮で購入した陶磁器をリーチポタリーに送ろうとしていたことが分かる44)。そのリストの陶磁器名をみ
ると、全部で60個あり、中国陶磁５点以外は朝鮮陶磁である。また、一番多くみられる陶磁は、朝鮮時
代の陶磁器（リストでRichoから始まる陶磁）であり、それ以外では、高麗青磁（Korai）や、絵高麗
(Ekorai)、朝鮮面取壷（RichoCutBlueBottle）などが見える。
この資料から、リーチが好んでいた朝鮮陶磁の種類が分かる。特に、リーチは「絵高麗」（鉄高麗･鉄
絵青磁）と分類されている高麗陶磁に興味を抱いていた。「絵高麗」の模様で主に用いられていた草花文
や唐草文を好み、その単純化された文様を、自身の作品にも転用し、作品名も《Egoraikoro》（【図15-
41）
42）
43）
4）
浅川伯教「李朝陶器の価値及び愛遷に就て」「白樺』第十三年九月縦、1922年９月、２頁。
前掲書、あいがわたけし「小説バーナード・リーチchronology-富本・柳・演田・河井一｣、133頁。
リーチが陶芸家や陶芸に関心がある人に見せるため、自身が選別した優れた世界の陶磁器が紹介されており、その
中で、朝鮮の陶磁器は総４点載せられている。
書簡集では、「1935年にリーチが日本からシベリア鉄道経経由で帰国する際のものと思われる」と書いている。－
前掲書、日本民芸館学芸部『柳宗悦とバーナード・リーチ往復書簡日本民芸館資料集｣、410頁。
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ｌ】【図１５－２】）と名付けた。リー チが所蔵していた「李王家博物館所蔵品寓虞帖45)ｊ中巻【図16】の｢絵
高麗」の部分に掲載されている二つの《絵高麗瓶》【図17】は、リーチが自身の代表作品と評していた晩
年の作品と類似している。また、面取壷（鞭輯で形を作り、その後、面を削った形）も好んでいたこと
が､特に、韓国で石間殊角瓶【図18】と呼ばれる瓶と、リーチの面取瓶（角瓶）【図19】が類似している
ことから理解できる。朝鮮陶磁の石間殊角瓶は、特に定められた形はなく、不規則に面を削り、自然な
形となる。しかし、リーチの作品は、より比率の均衡がよく、うまく精製した形である。この器形は、
後にリーチによって、何度も活用されている。
また、リーチは、書簡の中で、自身以外に朝鮮陶磁の購入に関する依頼を受け、柳に購入したい作品
の内容を書いていたこともあったが、1936年12月７日に“MissRoseoftheLittleGallerywantｓｍｅ
ｔｏａｓｋｉｆｉｔｉｓｐｏｓｓｉｂｌｅｔｏｇｅｔｏｎｅｏｆｔｈｅｇｒｏｕｐｉｎＫｅｉｊｏｔｏｐｕｒｃｈａｓｅ２０ｔo30Richoplainwhite
potslikelbought￥２ｔｏ￥l5eachespeciallyjars＆vases､ShehopesfOrthatpottershowinthe
Spring.，，と述べている。1951年１月１日の柳によるリーチ宛の書簡では、依頼を受けた柳が、陶磁を選
び､そのリストを作成した｡柳は、“Aweekagolpackedinaparcelthosephotographsofceramics
youaskedmeｔｏｓｅｎｄ､ＩｍｉｓｓｅｄｓｏｍｅｓｕｃｈａｓＫｅｎｚａｎｏｒＫｏｒａｉastheyarenotjustinmyhands・
WhatlselectedfOryouisasfOllows.，，と述べている。柳の手を離れた高麗陶磁などを送ったことを
記し、失われた感情を表わしている文章が興味深い。しかし、下のリストをみると朝鮮・中国陶磁は、
日本陶磁に比べて数が少ない。これは、おそらく柳の判断であっただろう。それを考えると、柳は、リ
ーチに他の東洋の陶磁よりも日本陶磁の影響を受けて欲しかったのではなかろうか。
卜…
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次にリーチの1932年12月15日の書簡をみると、“Ｃａｎｙｏｕｔｅｌｌｍｅｏｆａｎｙｏｎｅｗｈｏｍｌｃｏｕｌｄwriteto
aboutCoreanwhiteclaysｎｏｗ?”や、“HowgoestheKeijoMuseum?''など朝鮮陶磁に関するリー チの
関心は朝鮮を初めて訪問し、再訪問する前まで常にあったものと推測できる。その気持ちは、再訪問後
の1935年10月４日の書簡の中でも残っていたが､次の通りである。“Againtimehaspassed＆goodness
45）「李王家博物館」は、日本統治時代に設立された美術館でおり、1945年光復後、「李王家博物館」の収蔵品は、現在
国立中央博物館に収蔵されている。「李王家博物館所蔵品寓填帖」は、リーチは朝鮮を訪問していたとき、買ったも
のだと思われる。
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ｋｎｏｗｓｗｈａｔｙｏｕａｌｌａｒｅｔｈｉｎｋｉｎｇｏｆｍｅinJapan＆CorealmustconfessthatfOrsometimemy
thoughtsweresomuchhere，，続いて、1936年３月１日にも‘‘MemoriesofJapan＆Corea＆ofthat
yearofintimatelife＆ｗｏｒｋ＆kindness＆enthusiasmfillthebackgroundofmｙｍｉｎｄＩｔｓｅｅｍｓｆａｒ
ａｗａｙｉｎｓｐａｃｅａｎｄｔｉｍｅ－ｙｅｔｌｗａｓｔｈｅｒｅｌａｓｔｙｅａｒ＆experiencedit1Somuchhashappenedsince
-somuchpainanduncertainty.”と書いている。加えて、リー チは､1939年１月６日に“Howgood
itwouldbeifinsteadslowpencontactlcouldspendafewdayswithyou,ｌｅｔｕｓｓａｙ,inKoreaagain・
Thatsad＆beautifulcountryalwayslingersinmymemory."と再度朝鮮を再訪問したいという心中を
表している。
最後にリーチの朝鮮陶磁に対する書籍の刊行の試みと挫折について、分析してみたい。リーチは生涯
朝鮮陶磁のみに関する書籍を出版したことはない。しかし、朝鮮・中国・日本、又はヨーロッパなどの
陶磁を含めて､陶工のバイブルといわれている1940年に刊行されたＡＰＯ雄γ'ＳＢＣＣた『陶工の本｣(Lodon：
FaberandFaber）と、1951年に刊行したＡＰＯ雄γ'ｓＰりγ脆"0には朝鮮陶磁が記述されている。つまり、
朝鮮陶磁についてのみの内容の書籍は、今のところ見つからない。それでは、朝鮮陶磁に関して刊行さ
れた書籍はどのような内容であろうか。最初に、それが出てきたのは、1924年１０月４日の書簡で、“I
oftenthinkofanotherjourneytoChinaCorea＆Japan＆planabookinconjunctionwithyouo、
CoreanfOlkart,ａｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎｏｆｓｏｍｅｏｆｙｏｕｒwriting＆PerhapsabookonCoreanpotteryｓｕｃｈ
asisbadlyneededhere＆wouldbewellpaidfOr・Ourfinancialcrisismustfirstpass'，と記され
ている。つまり、柳と協力して、「朝鮮民蕊』（仮称、下に同じ）に関する本を出版したい意志をリーチ
は記していたのである。このような計画は、実際に実行されたようで、1926年１月16日の書簡では“Ｉ
ｈａｖｅｂｅｅｎｔｏｏｂｕｓｙｔｏｍａｋｅａｎｏｔｈｅｒｓtepfOrwardabouttheCoreanFolkArｔＢｏｏｋｂｕｔｌｓｈａｌｌｌｅｔ
ｙｏｕｋｎｏｗａｎｙｄｅｖelopment46)，，と書籍出版の進展状況が柳に報告されている。この書籍の出版に際し
て、リーチは柳の協力を強く求めていた47)。しかし現在のところ、この本に対する柳の反応は書簡集の中
には見当たらない。それにもかかわらず、リーチは書籍の出版を諦めず、３年後の1929年７月１９日の書
簡で“ＤｉｄｙｏｕｍｅｅｔＣａｐｔａｉｎＨｏｌｍｅ＆talkoftheCoreanfOlkartbook?”と再び柳と「朝鮮民蕊』
の本について相談している。
結局のところ、リーチは「朝鮮民蕊」の本の出版を果たせなかったようである。しかし、このように
書簡から読みとれるリーチの「朝鮮民蕊ｊへの意志と熱情は、彼が朝鮮陶磁に抱いた関心の深さを表し
ている。また、リーチは朝鮮陶磁に一時的に傾倒したのではなく、絶えず専門的に研究していたに違い
ない。一方リー チは、晩年に柳の文章を集め、翻訳したＴﾉｚｅ〔ﾉ>zﾉｳ"0z《ﾉ〃Ｑｔｚ/1s"α〃を出版したが、『朝
鮮民蕊」の出版については、ついに柳の協力を得る事ができなかったのではないかと思われる。以上の
ことから、リーチの朝鮮陶磁への関心と、朝鮮陶磁をめぐる柳とリーチの交流の一面をみることができ
46）前掲書、日本民芸館学芸部「柳宗悦とバーナード・リーチ往復瞥簡日本民芸館資料集｣、９１頁。
47）リーチは、継続的に柳の英国の訪問を催促していた。その例として、次の1929年２月10日の書簡を挙げることがで
きる。“WhydonltyoucomeYanagi？Isitmoney?Isitresponsibility?PerhapsifHamada＆Bergen＆Icanfinda
publisherfbryourRichobookitmightpavetheway．
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るだろう。
おわりに
柳とリーチは、東洋と西洋を越え、その交流を通じて「真」と「美」を追求していた。両者は、主に
書簡を用いて交流を深めているが、書簡の中では、相手の身のまわりのことから、思想や価値観に至る
まで幅の広い範囲で意見交換を重ねていた。そして、今回発表された『柳宗‘悦とバーナード・リーチ往
復書簡日本民芸館資料集』では、両者の膨大な往復書簡の新たな側面を見ることができた。特に、リ
ーチによる柳宛の書簡は、初めて紹介された内容が数多く、その中で、朝鮮陶磁に対するリーチの関心
は生涯にわたって続いていることが把握できた。
本論文では、この書簡集の内容を①から⑦までおおまかに分類して分析した結果、次のようなことを
指摘した。まず、柳からリーチ宛の書簡は、日常生活に関する内容を除けば、美術・工芸全般に関する
内容が多かった（⑦その他美術、芸術全般)。次に、リーチから柳宛の書簡では、陶磁器と陶芸に関する
内容と、民芸同好人たちに対する関心、なかでも民芸陶芸作家についての言及が多かった（②陶磁器や
陶芸に関する内容、③柳以外の民芸同好人に関する内容)。そして、両者の書簡には、朝鮮に関する内容
も少なからず登場し、全陶磁器に関する言及のうち、朝鮮陶磁が半分を占めていた（⑥朝鮮に関する内
容)。したがって、朝鮮陶磁は、両者の思想に溶け込み、民芸という思想的展開や実践の基準となる美意
識であったといえよう。くわえて、時期ごとに変遷する両者の思想的関心も窺うこともできる（④思想
(④－１：美術や工芸、④－２：東西思想または宗教、④－３：その他))。また、思想の内容を前半と後半
の二つに分けることができる。前半は、柳からリーチ宛の書簡が多く、その内容はリーチから紹介して
もらったブレイクの神秘主義から、「二元論的一元論｣まで発展した柳の思想をリーチに伝えるものであ
った。後半は、リーチによる柳宛の書簡が多く、主にリーチが柳を通じて「東と西の合一」という理論
を導いた時期と相まって、柳の助言を求める書簡であった。最後に、全書簡にわたって、柳がリーチに
及ぼした影響は非常に大きく、柳主導の交流関係であったことが読みとれる。
しかし、柳にとってのリーチという存在は、このような表面的に読みとれる結果とは異なる。なぜな
ら､改めて柳がリーチに対する考えを記した書簡をみれば、「東洋と西洋の合一」について長らく思索を
練っていた柳にとって、リーチは、西洋から来た「使者」であり、不可欠な人物であったことがわかる
からである。そして、西洋人の中でもリーチは、その時期に東洋を理解できる唯一の人物であり、また
直観力をもつ人物として高く評価されるべき存在であった。すなわち、東洋と西洋、つまり二元論的な
思想は、柳が超えたかった考えであり、リーチとの交流を通じて、それを克服できる道が見えてきたの
であろう。つまり、柳とリーチの交流自体が、二元論的一元論であるといえる。また、二人が追求した
｢非二元論」は、実際にモノという形で具体化される。柳は、朝鮮陶磁というモノから「民塾」という理
論に進み、やがて「不二論」という理論にまで発展させたのである。
従来の研究で朝鮮陶磁は、柳が民芸の美に目覚めたきっかけとして多く言及され、朝鮮民芸品の一つ
として分類されている。しかし、生涯を通して柳が持ち続けた美の本質として、日本民芸論にかぎらず、
どの民芸を扱う場合でも朝鮮民芸の美意識は生きていた。そして、柳の書簡の中にも、絶えず朝鮮陶磁
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に対する関心をみることができた。柳にとって、自身を表さない「無在心」である朝鮮陶磁、特に、井
戸茶碗は、あるときは仏教の経典であり、あるときは美の標準として具体化される普遍的な真理であっ
た。このように、往復書簡の全容をみれば、柳は美術全般にわたる関心を記していることが明らかにな
る。特に、民芸運動や、「二元論的一元論」の提唱など時期に応じての柳の関心と活動が､全書簡にわた
って表明されている。ここでは、柳自身の眼で発見した美の標準を世界に知らせる意志を見てとること
ができるだろう。
これに対して、リーチの書簡は、陶磁器に関する内容が主であり、陶芸家としての自己の立場をよく
表していると考えられる。陶芸家であるリーチは､柳と共に「非二元論」を追求し、「真」と「美」をも
つモノを作ろうとした。しかし、自己を表すことは、本来は作為的であり、自然から生まれてきた「民
蕊」と異なる。もっとも、柳とリーチは、個人作家を批判してはいない。彼らは、個人作家と民芸作家
の協力を求めたのである。書簡に記された社会と工芸に対する意見を読むと、彼らは単に機械化に反対
しているのではなく、産業主義社会の中で工芸を位置し､協同体制（communism）を求めていたのであ
る。加えて、リーチによる文様は、芸術家のデザイン的な文様というよりも、自然や自身の信条を表す
ものであったことを強調したい。リーチは、バハイ教に傾倒しており、宗教的な信念を作品に表した。
例えば、リーチが代表作品の中でよく用いた「巡礼者」の文様【図20】は、自身を表すものであり、非
二元論を伝えるために巡礼をするリーチ自身の姿である。
それでは、リーチにとって、朝鮮陶磁とはどのようなものであったのだろうか。一言でいえば、「真」
と「美」の基準であった。ただ、リーチは、自身の著書ＡＰＯt”'SPOγ脆"0で記したように、「東洋と
西洋の結婚」という理論を実践する過程で、朝鮮陶磁以外に、日本、中国、イギリス、ドイツなどの陶
磁器をも評価していた。また、日本に長く滞在したため、従来のリーチの研究報告には、主に朝鮮陶磁
よりも日本陶磁の影響を中心に言及がなされているが、柳と同様にリーチにとっても朝鮮陶磁の美意識
は、見逃すことでのきない美意識として強調すべきものであった。その証として、リーチは「朝鮮民塾』
という書籍を出版しようと試みたことが本研究を通じて明らかになった。出版には至らなかったもの
の、このような経緯から、リーチの朝鮮陶磁に対する関心と情熱を窺うことができた。
したがって、柳とリーチの往復書簡は、近代工芸において、新たな目標を共有していた両者の交流の
一面を知ることができ、特に朝鮮陶磁への関心とその位置を再認識できる重要な文書である。
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【表１】柳宗悦とバーナード・リーチの書簡分析
零内容区分：①安否及び近況報告（①－１：応信だけや約束確認)、②陶磁器や陶芸に関する内容、③柳以外の民芸同好人
に関する内容、④思想（④－１：美術や工芸、④－２：東西思想または宗教、④－３：その他)、⑤相手に対する意見・助
言、⑥朝鮮に関する内容、⑦その他の美術・芸術全般（展覧会や普作、講演会など）
‘：初めて公開される書簡：同じ封筒に入った書簡☆：朝鮮に関する書簡
柳宗悦→バーナード・リーチ バーナード・リーチ→柳宗悦
日付 内容区分 日付 内容区分
1912年５月１７日･1s） ④-２ 1912年１０月１３日 ①
1912年１２月29日 ①１
1913年５月24日 ①
1914年１月１日 ①② 1914年１月７１－１ ①
1914年２月19日 ④-２ 1914年４月28日 ①-１
1914年５月20日 ①、②
1914年６月１１１ ①④－３，⑦ 1914年６月１１１ ⑦
1914年６月20日 ①
1914年８月3日 ①④－３，⑦
1914年８月28日 ①④－３，⑦ 1914年９月llI1 ①、⑦
1914年９月241-1 ①④-３
1914年１０月161.1 ⑤、⑦ 1914年１１月２日 ①‘⑦
1914年12月23日 ⑤ 1914年１２月１８日 ①
1915年１月10日 ①⑦
1915年５月５日 ①④-３
1915年６月７日 ⑤、①
1915年６月11日 ⑤、④-２
1915年６月15日 ⑤
1915年６月30日 ①
1915年７月22日 ⑤、④-１
1915年８月18日 ①
1915年11月８日 ④－１．２，⑤
1915年11月19日 ｡ｌ、⑤
1915年11月24日 ④－２，⑤、①、⑦
1916年１月１３日 ⑤
1916年３月241.1 ①④－２，⑤
1916年５月l6H ⑤、⑦、○２
☆ 1916年７月28日 ①⑥
☆ 1916年９月131-1 ①⑥、④-１
1916年10月2311 ①②、⑦
1916年12月18日 ①⑤
1916年12月23日 ①④－３
1918年８月23日 ⑤、④-３ 1918年６月291:Ｉ ①
☆ 1919年８月６日 ①④－１、⑤、③、⑦、⑥
1919年９月６日 ①⑦
48）『柳宗悦全集二-'一巻上」には、1912年５月1911と記されている。
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1920年２月９１１
1920年２月111:’
☆ 1920年１０月３１１１
☆ 1921年９月111］
☆ 1922年７月21日
1922年８月12日
☆ 1922年１０月１３日
☆ 1923年３月９日49）
1923年５月５日
☆ 1923年12月l4Il
1924年４月22日
☆ 1925年11月２日
1927年５月24日
1929年３月20日
☆ 1929年４月８日
☆ 1929年８月□1１
1929年９月１５日
1929年１１月２７日
1930年４月12日
1930年５月2311
1930年６月20日
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⑤
①
①③、⑤、⑥、⑦
②③、⑤、⑥、⑦
③③、⑥、⑦
②⑦、①
③⑥、⑦
①、②，⑥、⑦
②⑤、⑦
①④－２、⑥、⑦
①③
☆
②⑥、⑦
☆
☆
①②、⑦
☆
①､②､⑤､３，④－１､⑦｜☆
①⑥ Ｉ
|☆
①⑦、⑥
①②、⑦ １
①② ’
①②、③，④-①、⑦
①、④-１．２．３ ｜☆
①
’
1920年11月28日
1924年６月27日
1924年７月３日
1924年１０月４日
1924年12月23日
1925年２月12日
1926年１月16日
1926年１月31日
1928年１月１日
1929年２月６日
1929年２月１０日
1929年２月12日
1929年５月27日
1929年６月２日
1929年６月７日
1929年７月19日
1929年７月23日
1929年８月2日
1929年９月８日
1929年11月４日
1929年１１月20日
1929年12月21日
1930年２月16日
1930年３月30日
1930年５月２日
1930年５月９１号Ｉ
1930年５月30日
1930年８月２日
1930年８月３日
1930年10月１日
1930年11月22日
1932年１２月15日
1933年６月29日
49）『柳宗悦全集二・|･一巻上」には、1923年３月７日と記されているｃ
必Ｃ
①
①、③、②、⑦
①
⑥、⑦
①、②
②、④-１．２
④－１，⑥、⑦
①、②、⑤、⑥
②、④－１，③
①-①、②、⑤、⑦、③
②、③、⑥、④－２，⑦
l、②、⑥
①、⑤
①、⑤
①、⑤
①、③、⑥，⑦
③，⑤
②、③
②、⑦、③、⑤
①、⑦、④－３，②
②、⑦
③，⑦
①、③，⑤
①、⑤
①-１
①、④、④-②、③、⑤、⑥
①-１
①
②、④－３、③
①、②、③、④-２
①、③、○２、⑦
①、⑤，④－２、③
①、②
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1933年１０月１２１:Ｉ ①、②
1933年12月３日 ②⑦
1933年12月３１．１ ①⑦
1933年１２月231.1 ①②、⑦
1934年10月９日 ①⑦ '1934年８月13日 ①、③
'1935年１月3111 ①、③
'1935年１月31日 ①、③、⑤
'1935年２月９日 ①、⑤
11935年２月10日 ⑤、⑦
'1935年2ﾉjl7H ①、②
1-1935年２月26Ｈ ①、⑦
'1935年２月28日 ①、③
'1935年３月５日 ①、②
'1935年３月14日 ②、③
'1935年３月23日 ①、③、⑦
11935年９月６日 ④－２，⑤
☆’1935年10月４日 ②、③、④－２，⑥
1936年３月１日 ②、④－２，⑥、⑦
'1936年３月７日 ②、④－２，⑦
’1936年６月４日 ②、③，④－１，⑦
☆11936年８月28日 ①、②、④－１，⑥，⑦
’1936年９月４日 ①、②、③、⑦
’1936年８月24日 ②、⑤、⑦
1936年１０月６１１ ①１，②、③ 、扉電9ｊｊ１４Ｉｌ ①、④－３、⑤
11936年12川111 ①、②
☆’1936年12月７１１ ①、⑥、⑦
11936年12月１８日 ①、②、④-２
1937年２月21日 ①②、③．④－１、⑦、⑤ ’1937年１月５日 ③、⑤
］1937年３月８日 ②、③．⑦
霞■937年５月２１」 ①、②、③．④－１、⑤、⑥､⑦
’1937年５月７日 ①、②、③、⑦
1937年８Ij20Il ①② ☆’1937年７月３日 ①、②、③、⑥、⑦
1937年９月１１１ ①②
1937年１２月29, ①⑦
1938年３月４日 ②⑤、⑦ ’1938年３月22日 ①、②、③
1938年８月１８日 ③④－１．３、⑦ ’1938年４月171］ ①、②、③、⑦
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柳宗悦とバーナード・リーチの交流（韮）
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【図１】『柳宗悦とバー ナー ド・リー チ往復書簡日本民芸館資料集』
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７９５９（日本民芸館、2014年７月31日）の表紙と裏表紙
【図２】青花草花文面取壷
朝鮮１８世紀前半高12.8ｃｍ口径11.8cｍ
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【図６】李朝陶磁器展覧会
1922年10月に京城の朝鮮貴族会館にて。左から三番目が柳。
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【図３】ジャンスン
1916年９月13日に柳がリーチ宛てに送った絵葉書。朝
鮮風俗厄除ノホ標と書いている。朝鮮の京城（今のソ
ウル）で購入されたようである。
{図４］朝鮮民族美術館館内写真
展示方法が独自で工芸品の持つ特徴を高めている。
【図５】朝鮮民族美術展覧会
1921年５月に東京神田・流逸荘にて。
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【図７】青磁象談菊花文蓋托
高麗１２世紀蓋高：5.5ｃｍ径：7.2ｃｍ
托高：5.5cｍ径：１４．８cｍ
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【図９】楽焼色絵蓋壷
バーナード・リーチ作
1914年／高：26.5ｃｍ径：２５cｍ
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【図11】青磁櫛描核線文瓜形急須
バーナード・リーチ作
1942年／高：１４．７ｃｍ径：20.5crrl
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【図８】白磁壷
朝鮮17世紀後半-18世紀前半
高：47.6cｍ径：４７cｍ
画見〃一壁Ｐ墓‐ヱーＬ－％
静 論､１
薄織診
鉱害画画剰
一君
霧
｡７
蕊農藷
【図10】青花辰砂蓮花文壷
朝鮮18世紀前半
高44.3cｍ口径34.5
【図12】高麗青磁瓜形主子
高麗12世紀高：16.7ｃｍ
バーナード・リーチ所蔵書籍『李王家
博物館所蔵品寓員帖中巻』に所収。
【図13-2】
柳宗悦とバーナード・リーチの交流（変）
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高麗12世紀バーナード・リーチ所蔵
【図13-3】KoreanoctagonalPorcelainJarPaleBlue
朝鮮時代バーナード・リーチ所蔵
????
【図13-4】KoreanCoveredStonewareJar・
朝鮮18世紀～19世紀バーナード・リーチ所蔵
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【図13-1】KoreanPorceleaneous
StonewareWiｎｅＣｕｐＯｎＳｔａｎｄ
高麗12世紀バーナード・リーチ所蔵
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【図14-2】リーチが購入した作品リストの裏
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【図１４－１】リーチが購入した作品リストの表
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【図14-3】リーチが購入した作品リストの表
本書『柳宗悦とバーナード・リーチ往復書簡日本民
芸館資料集ｊでは、【14-1】の表が整理されている。
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【図14-4】リーチが購入した作品リストの裏
本書『柳宗悦とバーナード・リーチ往復書簡日本民
芸館資料集』では、【14-2】の裏が整理されている。
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柳宗悦とバーナード・リーチの交流（韮）
《
??
鍾嘉墓鳥蕊謬
』〆
Ｌ
【図16】李王家博物館所蔵品篇虞帖
中巻表紙
???
【図17】絵高麗瓶
i・李王家博物館所蔵品寓員帖中巻ｊに所収。
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【図15-2】EgoraiKoro
バーナード・リーチ作1920年
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【図15-1】EgoraiShoyuTsugi
バーナード・リーチ作1918年
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【図20】巡礼者文様
バーナード･リーチ作〈山と人（巡礼者)》の文様を拡大した部分。
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【図18】石間殊角瓶
日本では、飴袖角瓶といわれている。
朝鮮17世～18世紀高：26.6cｍ
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【図19】黒袖花瓶
バーナード・リーチ作
1965年／高：36.2cｍ径：１７cｍ
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柳宗'悦とバー ナー ド・リー チの交流（変）
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